






要約:1980 年以降 9年間の新生児(24 時間未満発症)横隔膜ヘルニアと出生前診断された胎

児横隔膜ヘルニアの治療成績を比較検討した。死亡例は新生児症例 27 例中 5例,胎児症例

8例中2例と差はなかったが,最重症群(重症度分類D群)において胎児横隔膜ヘルニアの治

療成績が新生児横隔膜ヘルニアに比し良好と思われた。本症の出生前診断の利点として肺

低形成の程度や循環障害の有無によりHFOやECMOなどの特殊治療を含めた出生後早期の治

療を開始し得る点があげられる。 


